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 私たちの腸内には数百種類の腸内細菌が生息しており、食物繊維などの食

事成分の分解、ビタミン類の合成のみならず、腸管免疫系の形成や活性化・
維持に重要な役割を担っていることが明らかになってきています。また、腸内
細菌叢を構成する細菌種が偏った異常な状態“dysbiosis”になると、炎症性
腸疾患、アレルギー、糖尿病、がん、肥満など様々な疾患の発症につながるこ
とが強く示唆されています。しかしながら、腸内細菌のどのような異常が疾患発
症につながるかはまだよくわかっておらず、数百種類存在している腸内細菌の
個々の細菌種の役割を解明することが求められています。我々はこれまで、腸
管免疫系に強い影響を与えている細菌種を同定し、そのメカニズムの解明を
行ってきました。その結果、セグメント細菌がTh17細胞の誘導・活性化に関与
していること（Cell, 2009、Cell, 2015）クロストリジア属細菌がTreg細胞の誘導
に関与していることを見出しました（Science, 2011、Nature, 2013）。また、最近
では口腔内細菌が腸管免疫系に影響を与えているという知見も得られており、
これまでの研究成果と合わせてご紹介したい。  
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